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研究成果の概要（和文）：畑地境界に残る境木、生垣に用いられる草種、樹木や稲品種について、植物方言、利
用、栽培特性を多角的に評価することで有用植物の伝播過程の推定や植物資源の効率的な保全方法の検討を進め
た。評価対象とした植物資源の多くは人が人為的に導入したものであり、その他の野生植物も人里近くで人の手
で利用、管理されてきた共通性を持つ。一連の成果からは、現在も地域の古老が記憶する植物方言は様々な資源
植物の導入や利用の歴史を内包しており、利用、栽培特性とも照らし合わせることで、これまで知られていなか
った在来知の掘り起こしが可能となることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We evaluated the dissemination processes of useful plants and efficient 
conservation methods for plant resources through a multifaceted evaluation of folk plant 
nomenclature, utilization, and cultivation characteristics. This was accomplished by elucidating the
 historical background of farmland demarcation trees, a grass species used for hedges, and local 
tree and rice landrace names. Many of the evaluated plant resources were introduced by humans, while
 others were wild plants used and managed within the countryside. From a series of achievements, it 
has become evident that the folk plant nomenclature still remembered by local elders encapsulates 
the history of introduction and use of various resource plants. By comparing them with utilization 
and cultivation characteristics, it has become apparent that unexplored indigenous knowledge can be 
discovered.

研究分野： 植物民俗

キーワード： 植物方言　境木　在来品種　野生植物　植物民俗
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研究成果の学術的意義や社会的意義
急速に進む過疎、高齢化により、伝統的な地域の暮しの中で伝えられてきた植物資源やその利用管理のための在
来知の多くが消失の危機にある。これら植物資源や在来知は、現在の集約的な農林業の普及前に、地域の環境条
件の中で世代を越えて、改良されながら伝えられてきたものであり、持続可能な資源利用のための知見を多く内
包していると期待される。また旧来の資源利用やそれが形作る地域の景観そのものを観光や教育に活用すること
も現在、活発になっており、これら植物資源と在来知の保全は急務と言える。本課題の成果は、このような植物
資源と在来知の保全を効率的に進めるための視点と分析方法を提示した点に学術的、社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 先祖代々にわたって種子や植物体を引き継ぎながら伝統的に栽培を続けられてきた農作物や
徳用（工芸）作物などの地域有用植物は、過疎化の進む農村を中心に自給的に細々と栽培されて
いる。農業従事者の高齢化、商業生産に適した品種や現代的な資材の普及に伴い、多くの農村で
はこれら有用植物およびその栽培・利用技術は、実態把握や保全活動が進まないうちに消失が進
んでいる。一方で、地域に遺る有用植物の一部は近年、地域振興資源として再注目され、例えば
伝統野菜、地酒、紙漉きなどに活用する取り組みが知られている。 
 各地に遺る有用植物は利用・加工に適した形質を持つものが長い年月を掛けて人為的に選抜
される中で多様に地域分化してきた。このような有用植物は気象、土壌、生物相といった地域毎
に異なる自然環境にも適応し、商業品種よりも天災や病虫害に対する高い耐性を持つことから、
資源安全保障上重要と言われる。そのため世界各地でジーンバンク事業と平行して、現地栽培環
境の維持による植物資源保全（in situ conservation）の努力も続けられている（Convention on 
Biological Diversity 1992）。有用植物の保全には、植物資源の種多様性や遺伝的背景を把握した
上で、保全を優先する地域区分を明らかにした上で、保全活動を実施していくことが重要となる
（Zimmerer and Douches 1991）。 
 国内では従来、ジーンバンクでの有用植物の域外保全が先行する一方で、現地栽培環境の保 
全やそれに関わる研究は遅れていた。各地に残る多様な有用植物資源の保全効果を最大化する
ためには、優先して現地栽培環境の保全を実施すべき地域を汎用的な評価手法によって特定す
る必要性があった。 
 
２．研究の目的 
 有用植物の計画的な保全に向けた地域区分は、理想的には各植物種を網羅的に収集・分析し 
得られた遺伝情報に基づいて、目標とする遺伝的多様性を保全するための地域区分を設定し、対 
象種の収集保存や現地栽培環境を維持していくことが求められる。しかしこれには膨大な予算、
時間、研究者の貢献を要し、限られた研究リソースで短期間の内に達成することは現実的ではな
い。 網羅的な遺伝情報の収集・解析に代わる簡易、要約的な手法として、植物方言を記録し、
地域内、地域間で比較することにより有用植物資源の遺伝的多様性評価の代替となる可能性が
示されている（ Jarvis et al. 2008）。日本国内では植物方言を統合整理した代表的な文献として
植物方言集成（八坂書房, 2001 年）や木本類では樹木大図説（上原敬 
二, 1961 年，有明書房）などが挙げられ、県域スケールでも植物方言の報告は多数行われてき 
た。しかし一方で、このような植物方言の分布を空間解析に供し、資源伝播を検証する研究は実
施されてこなかった。 
 本研究の学術的特色は民俗学、生物資源学、作物栽培学など従来それぞれの学問領域で研究 
対象とされてきた有用植物利用について、分野横断的なアプローチで分析することで多様な植
物資源の保全活動に繋げることを目的とすることである。 
 
３．研究の方法 
 研究手法として、県域スケールやより広域で植物方言の地域的な類似性を分析することを大
きな共通テーマとしながら、植物利用文化を共有してきた地域の概要把握を試みた。またこの方
言の分析結果を踏まえながら、現地調査により各種有用植物の利用技術、栽培生態特性も記録し、
これらを複合的に照らし合わせて分析することで、海路、河川、街道を通じた有用植物の伝播経
路やその時代的背景の考察を試みた。またこの分析結果に基づき、有用植物の現地栽培環境の保
全を優先する地域区分の設定法を提示することを目的とした。 
 
４．研究成果 
(1)有用植物利用の一例として、生垣に用いられる植物相の分布やその植物方言の収集を宇和海
沿岸の柑橘栽培地域で実施した（Tokuoka et al. 2018, Tokuoka & Hashigoe 2022）。多くはス
ギ、イヌマキなど特定の木本種を生垣とすることが多いが、昭和 30 年代の柑橘栽培の拡大期に
は、外来イネ科草本のベチベルソウを防風と土壌侵食防止の目的で導入した例の経緯を把握す
ることができた。本種は不稔の個体が導入されたものと思われ、今日まで細々と柑橘園地や家庭
菜園の辺縁や生垣に植栽されたものが残り、刈り取ったものをマルチに活用する例も見られた。 
 
(2)伝統的な畑地景観を構成する一つの緑地要素として境木（さかいぎ）の利用が挙げられる。
海外では農地縁部の重要な植生としてヘッジロウが位置づけられ、その調査、保全も先進的に取
り組まれてきているが、境木についてはそのような活動はこれまでほとんどみられていない。本
課題の中では、愛媛県の肱川沿い（Tokuoka et al. 2019）、高知県の仁淀川沿い（Tokuoka et 
al. 2020）の現地調査と、江戸時代の土地争論資料および明治期の地図も活用した茨城県の境木
の植物方言、利用、生態特性の評価結果（Tokuoka et al. 2022）を公表した。この一連の研究



では、境木の植物方言によって樹種の変遷や地域住民の自然観などに関わる情報が得られた。例
えば、愛媛県大洲市の境木は現在、ボケ（図 1）とマサキの２種が主要であるが、マサキについ
てもボケという呼称で認識されることが多く、かつてはよりボケが地域の境木として優勢だっ
たことが示唆された。高知県では境木のイボタノキをネズあるいはネズノキと呼び、これは寝ず
に見張り番をする、という意味に由来していた。また江戸時代の土地争論資料中には、現在も茨
城県などの境木として残るカマツカの記録があった他、挿木により境木の導入が進められてい
たことも明らかとなった。今後も他地域の境木の植物方言、利用、生態特性などの検証を深める
ことで、本植物利用に伴う有用植物の伝播の過程が明らかとなることが期待される。 

 
図 1 大洲市八多喜地区の境木に利用されているボケの開花の様子 
 
(3)樹木方言および稲品種名の地域間の類似性を定量的に評価した。本評価では愛媛県で収集さ
れた樹木と稲品種の地域呼称を電子化したデータに加えて、気象、民俗、方言関連地図、焼き畑
の分布、江戸時代の国境、明治時代の道路網のデータをデジタル化し解析に供した。解析の結果、
樹木と稲のそれぞれで明瞭に異なる方言地図が示された（図 2, Tokuoka et al. 2024）。それぞ
れの方言の地域区分と相関の高い変数を v-measure 解析および factor detector 解析で検討し
た結果、樹木方言の地域区分は、日射量や雨量などの地理的要因とより強い関連性を示した。ま
た樹木方言の一つのグループは、焼畑農業地域と重なる傾向が見られ、樹木の地域呼称と伝統的
な生産システムとの密接な関係を示唆した。これに対し、稲品種名は民俗の地域区分との関連性
が強かった。さらに道路網や、遍路、お伊勢参り、出雲大社巡礼などによる農民の移動が米の在
来品種の移動に与える影響も示唆された。これら結果は、人の移動と伝統的な地域の民俗が米の
種子の伝播に強い影響を及ぼしてきた可能性を示した。樹木方言、稲品種名の多くは現在の自治
体内では類似する傾向があり、また隣接する自治体と共有されているものも多かった。この結果
は、野生の樹木や稲品種の生物学的および文化的多様性がどのように地域分布しているかを間
接的に示していると考えられた。この成果は、樹木と稲品種の両植物資源そのものやその利用に
関わる在来知の保全を自治体間で効率的に協力するための活動範囲を特定することに役立つも
のと期待できる。 
 

 
図 2 樹木と稲品種の方言地図. 稲品種の方言地図に示された種名は、指標種分析により抽出さ
れた各地域グループを指標する品種群を示す。 
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